


111I/Wh 070 ml/108 Wh)を実現した。
ここでは， 新型エアコンの省エネルギー技術と新除湿方式

の概要について述べる。

口l 省エネルギ ー 技術

2. 1 円弧熱交換器
室内熱交換悩として， 製品の省エネルギー 効果の大きな円

弧熱交換器を採用した。 この熱交換器は， 図 2 に示すように
製品前面側を円弧形状とし， 背而側を平面形状とした。 さら
に背而側の熱交換器の上(!!!）に過冷却熱交換料を設附した。

多段曲げ熱交換器
過冷却熱交換器

円弧熱交換器

外形寸法：26S(H) x 790(W) X 174(0) I外形寸法：265(H) X 790(W) X 176(0) 

従 来 機 種 新 機 種

図2. 室内ユニットの比較 円弧熱交換悩は． 折llJIげ部のすきli:lが
なく． バ イプ位骰も品適化されており． 熱交換性能が沿jい。
C omparison of indoor units 

従米機稲に採用した多段rlIIげ熱交換悩は， 折りllIIげて成形
するために， 折llりげ部にすき間が生じて伝熱面積が減少した 7.0 
り， パイプピッチが縮小する部分が生じて通風抵抗が増加す
るなど熱交換のロスがあった。 新開発の円弧熱交換器は， あ
らかじめP1弧状にプレス成形されるため， 折l川げ部のすき「J1
やパイプピッチ縮小などのない最適設計が可能となり， 多段

表1. 室内熱交換器の性能比較
Comparison of indoor heat exchanger specifications 

従来機種 新機種
(RAS-251 ED) (RAS-251 GD) 

形態 多段曲げ熱交換器 円弧熱交換器＋過冷却熱交換器

ファン ランダムスキュ ー ファン 同左
容積• 100% 121% 

熱交換率＊ 100% 114% 

させることができた（表1)。
2.2 室外ファンモ ー タ

室外ファンモ ータには， 新たに直流モ ータを採用し， 入力
の低滅とトルクアップに伴う風屈増加により， 低温性能の向
上を図った。 また， ファン回転数をコンプレッサ回転数に応
じた最適回転数に設定することにより， 広い運転範圃にわた
り性能の向上が可能となった。 また， 台風などの突風時に，
ファンモ ー タに発生する逆起地力からの保護対策を施し，
モ ータ， インバータに対する信頼性を確保している。

2.3 電子膨張弁
従米機種では， 冷媒流拡制御にキャピラリチュ ー プの冷

房・暖房切換方式を採Jllしたため， 冷房・暖房定格能力では
最適マッチングとなっている。 しかしながら， 低流批（低能
カ）域， あるいは高流批（術能力）域では必ずしも最適なマッ
チングではなかった。 特に． 低流似域では， 液冷媒の戻リ
（液バック）による性能低下防止、 コンプレッサの信頼性確保
のためにタンクの追加が必要であった。

今回は， 冷媒流批制御に屯子膨張弁を採用し， コンプレッ
サ吸込温度と蒸発温度を検出し， その温度差であるスーパ
ヒ ー ト祉を 一 定にするように弁を制御している。 これによ
リ， 低～恥流賊城で品適なマッチングが可能となり性能が向
上した。 特に， 中～低流批域における運転効率を大幅に改普
した（図 3) 。

0

0

 

．

．

 

6

5

1111 げ熱交換悩に比べ熱交換性能が向上した。 3.0 

過冷却熱交換器は， 室内熱交換器を凝縮器として使用する 2.0 

場合（暖房運転）， 冷媒流路の出口側に設附しているため， 冷
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して機能する。
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＊パーセント表示は従来機種に対する比率を示す。
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図3. 暖房性能の比較 従米機種に比べて， 新機種は低能力から中
能）Jでの述転効率が1f，I上している。
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また， 硲流砧域の運転効率1,,1」 ．．と抒・除印'fi時の屯子膨張弁

による冷媒流姑制御の蔽適化により， 暖房低温性能が大輻に

向上した（表2)。 さらに， 液バック対策｝廿にタンクを追加す

ることなく， 信頼性が確1品できるようになった。
L円弧熱交換器

（過冷却熱交換器）

四方弁

表？ ． エアコン性能の比較
Comparison of heat pump specifications 斜線部は液冷媒

従来機種 新機種
(RAS-251 ED/EAD) (RAS-251 GD/GAD) 

最小～中間～定格 最小～中間～定格

冷 能力 (kW) 0.4~1 2~2.5 0 4~1.2~2 5 

入力 (W) I 00~225~640 I 00~ 190~570 
房

COP 4.00~5.33~3.91 4. 00~6. 32~4 39 

能力 (kW) 0.3~1.9~3 6 0.5~1.9~3.6 

入力 (W) 85~365~840 85~325~775 

暖 COP 3 53~5. 21 ~4. 29 5.88~5.85~4.65 

房 低温時＊の能力 (kW) 3 6 4.0 

低温時＊の入力 (W) I, 140 l 、 150

COP 3 61 3.48 

年間電気代 32,900 円 27,900 円
＊外気温2℃

II 新除湿方式

3. 1 冷凍サイクル

従米のエアコンの除湿機能は， 冷房運転時と同 一冷凍サイ

クルで， 室内熱交換器（蒸発器）全面で熱交換させ除湿する方

式である。

そのため， 顕熱による室温低下を極力抑える必要があり，

コンプレッサを 低回転させ， 室内ファンを微風で運転してい

た。 また， その室温低下を抑えるために， ヒ ー タを搭載した

機柾もあった。 しかしながら， コンプレッサ低回転による除

湿不足と室温低下による不快感は解消されておらず， 除湿機

並みの特I生までには至っていない。

新除湿方式では， 額熱による室温低下を抑え， 潜熱による

除湿効率を向上させるために， 前章で述べた過冷却熱交換悩

を除湿用熱交換器として利用し、 この除湿用熱交換悩で冷媒

の蒸発がはぱ完了するように， 室内熱交換器の入日温度と中

I:il温度の差をス ー パヒ ー ト批として， この値がある設定とな

るまで霜子膨張弁で制御する方式とした（図4)。

この方式における除湿川熱交換器の温度は， 従来の除湿運

転における室内熱交換器の温度よりも 低温になるため潜熱が

増加する。 冷媒は， 除湿用熱交換器ではぽ蒸発が完了するた

め， 円弧熱交換器の温度は下がらず， 1次出空気の温度は室温

に近い値まで上昇し顕熱は減少する。

構造的には， 図4に示すように円弧熱交換器と除湿用熱交

換器を分離した。 これにより， 両熱交換器間での熱伝溝が少

なくなり， Pl弧熱交換器の温度は下がりにくく， 除湿用熱交

換器の温度は上がりにくくなるため， 室温低下を抑え除湿効

斜線部は液冷媒

(b) 従 来方 式

図4. 新除湿方式の冷凍サイクル 除湿91I熱交換器で， 冷媒の蒸発
が完了するように·，じ子膨張弁で制御している。
Refrigerant cycle of new dry method 

率を上げる効果がある。 また， 除湿用熟交換器が円弧熱交換

料の上側（風上側）に設附されているため， 除湿H1熱交換料で

除湿され低温になった空気は， はぱ室内温度にまで上昇して

いる下側（風
―

ド側）のI]-l弧熱交換器により， 再度暖められて吹

き出され， 室温低下を抑える効果がある。

また， ス ー パヒート虻の設定値を室内温度に応じて変化さ

せることにより， 低温から高温までの広い運転範囲で除湿可

能となる（図5)。
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図5. 室内温度と除湿性能の特性 室l人）低温から高温までの広い述
転領域で除沿が可能である。
Effect of room temperature on dry operation performance 
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